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株主のみなさまへ

株主のみなさまへ

代表取締役
社長執行役員

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。  
　当社およびグループ各社（以下、当社グループと称します。）の第96期（2024年4月1日から
2025年3月31日まで）の事業の概況をここにご報告申しあげます。  
　なお、「第96期期末配当金のお支払い」に関する書類を同封させて頂きましたので、ご査収くだ
さいますようお願い申しあげます。   

　96期は中期経営計画の2年目を迎えました。これからも様々な課題に長期的に挑戦していく事
業基盤が肝要であるとの思いをこめて本中期経営計画期間は「成長に向けた事業基盤の整備」
をテーマとし、「財務基盤の整備」「既存事業を強化する仕組みづくり」「新しい事業を構築する準
備」「循環型社会の実現に向けた開発」「従業員が誇りを持って働き続けたいと思える会社づくり」
という5つの経営方針を推進し、着実な利益成長の実現を目指して取り組んでおります。株主のみ
なさまには引き続き当社グループへのご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申しあげます。

敬　具
2025年6月

第96期

「100年先も
　　　  必要とされる会社」へ
「100年先も
　　　  必要とされる会社」へ https://www.yamamura.co.jp/

2024年4月1日　2025年3月31日

山村　昇



　当期（2025年3月期）の剰余金の配当につきましては、
期末配当金を105円とし、中間配当金30円と合わせ、
通期で１株につき135円とさせていただきました。
　次期の配当につきましては、通期で１株につき150円と
させていただく予定です。

ガラスびん関連事業では当社において価格改
定や品種構成の影響で販売単価が上昇したも
のの、出荷量が減少し減収となりました。プラス
チック容器関連事業では当社において飲料用
キャップの出荷の増加や価格改定による販売
単価の上昇、中国の子会社の販売好調等によ
り増収となりました。物流関連事業では新規営
業所開設等による取扱い物量の増加、ニューガ
ラス関連事業では当社における電子部品用ガ
ラスの出荷が堅調に推移し国内子会社におけ
る光通信用キャップ部品の出荷が増加し、増収
となりました。これらの結果、売上高は73,337
百万円(前期比0.6%増)となりました。

株主還元の基本方針および当期の配当株主還元の基本方針および当期の配当
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プラスチック容器関連事業では主に中国の
子会社において販売量が増加したことに伴う
生産量の増加等、物流関連事業では作業・
配送効率の改善や不採算案件の取引条件
改定等、ニューガラス関連事業では国内子
会社における出荷や生産量の増加、コスト
削減等により増益となりました。一方、ガラス
びん関連事業では当社における出荷量・生産
量の減少、燃料・動力価格の高止まりに加え、
減価償却費や物流費、労務費等の増加により
減益となりました。これらの結果、営業利益は
3,108百万円（前期比30.2％減）となりました。 2024/3期
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前期は米国の関連会社からの貸付金が全額
返済されたこと等により、持分法による投資
利益1,148百万円を計上しましたが、当期は
そのような特殊要因がなく、持分法による
投資利益は111百万円（前期比90.3％減）と
なり、経常利益は3,215百万円（前期比
46.9％減）となりました。
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前期に計上した固定資産売却益や関係会社
出資金売却益等の特殊要因がなく特別利益
が減少し、減損損失等を計上したことにより
特別損失が増加しました。また、当社および
一部の連結子会社は翌期よりグループ通算
制度を適用することとしており、繰延税金資産
を追加計上したことにより法人税等調整額
△626百万円を計上し、親会社株主に帰属する
当期純利益は2,772百万円（前期比77.4％
減）となりました。
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本中期経営計画

●連結配当性向50％を目安とし、利益成長に応じた継続的な配当額の増加を目指します。
●1株当たり配当金50円を下限として設定します。

2025年3月期
より適用



第21回ガラスびんアワード 2025
当社および山村製壜所のガラスびんを使用した商品が受賞

阪神タイガースファーム本拠地
ゼロカーボンベースボールパークパートナー契約を締結

「ガラスびんアワード」は、日本ガラスびん協会が主催する業界最大級のイベントです。
１年間に発売されたガラスびん商品を、デザイン性・機能性・環境性など、様々な視点から審査し表彰します。
当社およびグループ会社の株式会社山村製壜所のガラスびんを使用した商品が、優秀賞ほか各賞を受賞いたしました。

当社は阪神電気鉄道株式会社と、兵庫県尼崎市に開業した
「ゼロカーボンベースボールパーク」において「ゼロカーボン
ベースボールパークパートナー」の2025シーズンからの契約
を締結しました。
同施設内にペットボトルキャップ専用の回収ボックスを設置するなど、ペット
ボトルキャップ回収・リサイクル率向上に向けた取り組みをサポートして
まいります。

朝日酒造株式会社 越路蒸留所 様
ＫＵＢＯＴＡ ＧＩＮ
ガラスびん：日本山村硝子

大東製糖種子島株式会社 様
ARCABUZ Rhum Japonais BLANC
ガラスびん：山村製壜所

木村飲料株式会社 様
東海道サイダー
ガラスびん：日本山村硝子

竹本油脂株式会社 様
マルホン胡麻油
ガラスびん：日本山村硝子・日本耐酸壜工業

自動車産業の国際的な品質マネジメントシステム規格
「IATF 16949」の認証を取得
当社ニューガラスカンパニーは、自動車産業の国際的な
品質マネジメントシステム規格であるIATF16949：2016
の認証を取得いたしました。
本認証は、世界の多くの自動車メーカーで、自動車部品の
採用基準とされているものです。
本認証の取得によってニューガラスカンパニーの製品の品質を高度に
保証し、センサー部品など、今後のEV化により市場拡大が見込まれる
自動車関連製品の販売拡大を目指してまいります。

「2025年日本国際博覧会」（大阪・関西万博）の「TEAM 
EXPO 2025」 プログラム／共創チャレンジで登録された当社プラスチック
カンパニーが行っているペットボトルキャップのリサイクルの取り組みにつ
いて、「TEAM EXPOパビリオン」への参加が内定
しました。

大阪・関西万博「TEAM EXPO 2025」
パビリオンに参加

●参加日程　2025年9月19日(金)～21日(日)
●展示場所　大阪・関西万博2025会場内　
　　　　　　フューチャーライフエクスペリエンス・
　　　　　　「TEAM EXPOパビリオン」

頭頸部がん放射線治療用 患者固定具
「CustomFiX-3D」を神戸大学と共同で開発
当社研究開発センターと国立大学法人神戸大学は共同で
頭頸部がん放射線治療に用いる患者固定具「CustomFiX-
3D」を開発し、医療機器製造販売届出を完了させたため、
2025年中に神戸大学医学部附属病院で使用を開始する
予定です。

リリー・フランキー賞優秀賞 優秀賞 日本ガラスびん協会
特 別 賞



役　員　　　 （2025年6月26日現在）

(注）１．当社は、2025年3月31日現在、自己株式445千株を保有しておりますが、
　　   上記大株主からは除外しております。
　  2．所有株式比率は自己株式を控除して計算しております。
　  3．所有株式数は表示単位で切り捨て表示をしております。

株主名 所有株式数 所有株式比率
ＭＵＲＡＫＡＭＩ　ＴＡＫＡＴＥＲＵ
日本山村硝子取引先持株会
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ESOP信託口・80131口）
株式会社三井住友銀行
株式会社MI2
INTERACTIVE BROKERS LLC
山村 幸治
日本山村硝子従業員持株会
株式会社三菱UFJ銀行
三菱UFJ信託銀行株式会社

990千株
724
477
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399
395
305
258
229
227

9.26％
6.77
4.46
3.97
3.73
3.70
2.85
2.42
2.14
2.13
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%
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外国法人・
外国人

自己株式
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%
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%
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株主数 所有株式数
個人・その他
金融機関
事業会社・その他法人
外国法人・外国人
自己株式

6,963
13
227
62
1

7,266

5,501
1,536
2,254
1,406
445

11,145

千株

千株

名

名

発行可能株式総数  30,000千株
発行済株式の総数  11,145千株
株主数  7,266名
単元株式数  100株

所有株式数の
構成比

合 計
大株主の状況　　　　　　　　 （2025年3月31日現在）

会社の概要　　　　　　　　　 （2025年3月31日現在） 株式の状況　 （2025年3月31日現在）

所有者別株式分布状況 （2025年3月31日現在）

日本山村硝子株式会社（Nihon Yamamura Glass Co.,Ltd.)
関西本社 
　兵庫県尼崎市西向島町15-1 電話 06-4300-6000（代表） 
東京本社 
　東京都新宿区西新宿6-14-1 電話 03-3349-7200（代表）
　新宿グリーンタワービル20階 
1914年4月5日 
1941年12月11日 
140億7,496万5,448円 
750名 
東京証券取引所（スタンダード市場） 
有限責任 あずさ監査法人 佐貫　正義

高坂　佳郁子

泉　　豊禄

近谷　逸郎

取 締 役
常勤監査等委員
取 締 役
監査等委員（社外）

取 締 役
監査等委員（社外）

取 締 役
監査等委員（社外）

ハクスイテック株式会社代表取締役社長（独立役員）

弁護士（独立役員）

弁護士（独立役員）

■監査等委員である取締役

常務執行役員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

植物事業部管掌および山村JR貨物きらベジステーション株式会社代表取締役社長

プラスチックカンパニー社長

エンジニアリングカンパニー社長

サンミゲル山村パッケージング社取締役副社長

副島　正義

金原　正晃

木村　周二

宮城　篤志

山下　　哲

佐藤　　敬

ガラスびんカンパニー社長

コーポレート本部長

■執行役員

山村　幸治

山村　　昇

小林　史吉

明神　　裕

田口　智之

取 締 役 会 長

代 表 取 締 役
社長執行役員

取 締 役
専務執行役員

取 締 役
専務執行役員

取 締 役
常務執行役員

環境室、コーポレート本部およびプラスチックカンパニー管掌

ガラスびんカンパニーおよびエンジニアリングカンパニー管掌

取締役会議長

■取締役（監査等委員である取締役を除く。）

研究開発センター長およびニューガラスカンパニー管掌

買取・買増制度を
ご利用ください
買取・買増制度を
ご利用ください

当社株式を70株ご所有の場合、その70株を市場価格で
当社に売却し、代金を受領する。

買取制度 買増制度

ご所有単元未満株式を当社が買取るように
請求できる制度

買取請求にて当社に売却（70株売却）

売却代金を受領 売却株式数(70株)×市場価格

買増請求にて当社から購入（30株購入）

単元株式として所有 100株（70株+30株）

例 当社株式を70株ご所有の場合、30株を市場価格で当
社から購入し、100株にする。

ご所有単元未満株を１単元(100株)にするために
必要な株式を買増すように請求できる制度

例

ご所有株式数（70株）

買取
制度

買増
制度

https://www.tr.mufg.jp/daikou/

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

期 末 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日
中 間 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

上 場 証 券 取 引 所

公 告 の 方 法 https://www.yamamura.co.jp/ir/notice.html

https://www.tr.mufg.jp/daikou/


